きかい きわ 

この 奇怪 極まる 探偵 事件に、 主人公 を 勤める 

せきがいせん おとこ 

「赤外線 男」 なる もの は、 一体全体 何者で あるか？ 

それ はまた どうした 風 変り の 人間な ので あるか？ 恐 

らくこの 世に 於て、 いまだ 曾て 認識され たことの な 

かった 「赤外線 男」 という 不思議な 存在 —— それ を 説 

ぜひ とうと 

明す る 前に 筆者 は 是非とも、 ついこの あいだ 東都に 

起って、 もう 既に 市民の 記憶から 消えようと している 

めいきゅう-. 

一 迷宮 事件に ついて 述べなければ ならない。 



れ、 その 主人公が マスク を かなぐり 捨てた ときの 彼の 

おどろ 

大きな 駭 きと 奇妙な 感激と を 思えば、 一 見 思わせた つ 

い いぐさ 

ぶりな この 言 草 も、 結局 大した 罪に ならない と 考えら 

れる。 —— 

さて その 曰 は 四月 六 曰で、 月曜 曰だった。 

だいとう きょう 

ところ は 大 東京 で 一 番 乗り降りの 客の 多い とい わ 

れる新 宿駅の、 品 川 方面 ゆきの 六 番線 プラット ホ— ム 

で、 一 つの 事件が 発生した。 

それ は 丁度 午前 十 時半 ごろだった。 この 時刻に は、 

さす 力 力 A 

流石の 新 宿駅 もヒ ッソリ 閑と して、 プラット ホ ー ムに 

まば 

立ち並ぶ 人影 も 疎らで あつ た。 



エレ ヴェ ー タ— の 蔭に 立って いた。 鶯 おの コー トに、 

きつね ぇリ まき まっか 

ぉ定 りの 狐の 襟 巻 をして、 真 赤な ハンドバッグ をク 

はま 

リ ー ム 色の 手袋の 嵌った 優雅な 両手で ジッと 押さえて 

こもん むら-さき 

いた。 コー トの 下に は 小紋ら しい 紫が かった 訪問着 

がしな やかに 婦人の 脚 を 包み、 白 足袋に は フェルト 

草履の これ も鶯 色の 合わせ 鼻緒が ギュ ッと嚙 みついて 

いた —— それほど 鮮 かな 佐 用 媛な のに、 その ひとの 顔 

の 特徴 を 記憶して いる 者が 殆んど 無い という 全くお か 

しな 話だった。 尤も ホ— ムは 至って 閑散で、 そんな 

ことに は 超人的な 記憶力 を もっている 若い 男た ちが、 

幸か不幸か その 近所に 居 合わさなかった せいに もよ る 



リホ ー ム から レ ー ル目 懸けて 飛び こんだ の だ！ 

それから 後の 騒ぎ は、 場所柄 だけに、 大変な もので 

あった。 

らっかろうぜき 

現場の 落花狼藉 は、 ここに 記す に 忍びない。 その 代 

リ 検視の 係官が、 電話口で 本庁へ 報告 をして いるの を、 

横から 聴いて いよう。 

「 …… とぃぅょぅな着^^の上等な点から云ぃましても、 

また ハンド バ ッグの 中に 手の 切れる ような 十 円 札で 九 

十 円 もの 大金が あると ころから 考えましても、 相当な 

家庭の 婦人 だと 思います。 …… ああ、 年齢です か。 そ 

れ がどう も 明瞭 であり ませぬ。 何しろ、 顔面 を 



こうろび よ-つし や さら 

「行路病者」 の 仲間に 入れて 放送 もした ので あるが、 更 

に 引取人の 現れる 模様がなかった。 これ だけの 大した 

身なりの 婦人で、 引取人の 無 いのは 不思議 千万 だと 署 

員が 噂 さし 合って いると ころへ、 待ちに 待った 引取人 

が 現れた。 それ は 礫 死後、 丁度 十四 時間 ほど 経った 其 

の 日の 真夜中だった。 

すみ だお ときち ぼう 

それ は 隅 田 乙吉と 名乗る 東京 市中 野 区の 某 料理店 主 

だった。 彼 はそんな 商売に 似合わぬ インテリ のように 

見う けた。 警察の 卓子の 上に 拡げられた 数々 の 遺留品 

を 一つ 一 つ 手に とりあげながら、 彼 は コンパクト 一 つ 

にも かなり 明瞭な 説明 をつ け 加えた。 礫 死人 は 彼の 末 



の 妹だった の だ。 

うめこ 

「この コンパクトで すが ネ、 梅 子 —— これ は 死んだ 妹 

の 名前な のです、 梅 子 はもう 五 年 もこの コ ティの もの 

を 使って いました よ。 ごらんなさい。 蓋 を あけて みる 

と、 この 乱暴な 使い方 はどうです。 あいつの 性格 その 

ものです よ。 妹 は 今年 二十 四になります が、 どっち か 

というと 不良の 方でして ネ、 それ も 梅 子 自身の せいと 

きょ-つ だい なに 

いうよりも 私達 同胞 もい けな かったんです。 何しろ 

兄 や 姉が、 合わせて 八 人 も 居る のです。 皆、 相当 楽に 

暮 してい るんで す。 梅 子 は 末 ツ子でした。 兄 や 姉のと 

ころ をズ ー ッと 廻る と、 あ つちで もこ つちで も 「梅ち や 



りません か。 誰 だつ たんです」 

「自殺の 原因 は 何です」 

「全然 素人 じ やない という 噂 さも ありまし たが …… 」 

当直 は、 記者に 囲まれた なり、 ふかぶかと 椅子の 中 

に 背 を 落とした。 そして 帽子 を 脱いで 机の 上に 置く と、 

ボリ ボリと 秀げ 頭を搔 いた。 

「書きた てる ほどの 種 じ やない よ。 それに 礫 死 美人で 

も 顔が 見えな くち やな ァ」 

本気 か 冗談 か 判らぬ ような こと を 云って、 ァ ー ァと 

おお あくび きしゃ れん 

大 欠伸した。 記者 連 もこん な 真夜中に 自動車 を 飛ばし 

あやま 

て a けつけ たこと が、 のつ けから そもそもの 誤り だつ 



たような 気がして、 一緒に 欠伸 を 催した ほどだった。 

しかし、 それから 二十 四時 間 後に、 彼等 は 同じ この 

場所に、 互 に 血相 を かえて 「怪事件 発生」 を 喚き あわ 

ねばならな いなどと は、 夢にも 思 つてい なかった ので 

ある。 
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それから 二十 四時 間 ほど 経った。 



ゆうこく せんぞ つた 

だけと し、 今日の 夕刻、 先祖 代々 伝わって 居ります 

えいしょ うじ ぼ ち ほうむ 

永 正 寺の 墓地 へ 持つ て 参り 葬った の で) J ざいます」 

「それから …… 」 

とむら ぶっだん きょうだい 

「葬い もす みまして、 自宅の 仏壇の 前に、 同胞 を は 

ほとけ 

じめ 一家の ものが、 仏の 噂 さ をし あってい ますと、 

ち よ うど 

丁度 今から 三十 分 ほど 前に、 表が ガラリ と 明いて …… 

仏が 帰って来 たので ございます」 

「なに ー ッ、 仏が 帰って来た？」 警官の 顔が サッ と緊 

張した。 いやな 顔 をして 背中の 方に 首 を 廻した 刑事 も 

あった。 

はず 

「死んだ 害の 梅 子が 帰って きたんです。 こり や、 てつ 



きり 化けて 出た の だと 思い、 一 同し ばらく は 寄りつ き 

おし もん ど-つ 

ませんで したが、 いろいろ 観察したり 押 問答 をして い 

るう ちに、 どうやら 生きて いる 梅 子ら しい 気がして 来 

ました。 そこで 寄って たかって 聞いて みます と、 梅 子 

じょうふ あたみ 

の やつ 情夫と 熱 海へ 行って いたと いうので す。 それ を 

聞いて 同胞 は、 夢の ように 喜び 合った わけで ございま 

すが、 一方に 於き まして、 真に どうも …… 」 と 隅 田 乙 

おそ い 

吉は下 を 向いて 恐れ入った。 

「莫迦な 奴ッ」 と 宿直が 呶 鳴った。 「では 昨夜 本署 か 

ら 引取って いった 若い 女の 纖 死体と いうの は、 お前の 

妹ではなかった というの だな」 



「どうも 何とも はや 」 

「何とも はやで、 済む と 思う かッ」 宿直 は あとで ジロ 

リと 一 座の 署員 を 睨み まわした。 昨夜の 当直の 名を大 

声で 云って、 (馬鹿野郎) と 叩きつ けたい 位だった。 他 

人の 死骸 を 引取って 行った 奴 も 奴なら、 引取らした 奴 

も 奴で ある。 

「昨夜 この 男が デス ナ」 と 側 らの 刑事が 弁解ら しく 

口 を 挿んだ。 「鑠死 婦人の 衣類 や 所持品 を 一 々点検し 

まして、 これ は 全部 妹の 持ち物に 違いない。 この コン 

パ クトが どうの、 この 帯 ど めが どうのと 本当ら しい こ 

と を 云って いったの です。 ですから 昨夜の 当直 も 信じ 



りと は 云えぬ らしい。 

「しかし 隅 田」 と 当直 は 口 を 開いた。 「鬼に 角、 お前 は 

他人の 屍体 を 処分して しまった ことになる ネ。 あの 礫 

死 婦人の 骨 は 持って きた か」 

「いや、 それが です。 実は 火葬に しなかった のです」 

「火葬に しなかった？」 

「はい。 私 どもの 墓地 は 相当 広大で ございまして、 先 

ど そ-つ 

祖代々 土葬と いう ことにして 居ります。 で、 あの 間違 

いがい しらき かん おさ 

えた ご 婦人の 遺骸 も、 白木の 棺に 納めまして、 その ま 

ま 土葬して ございます ような 次第です」 

「う うん、 土葬 か」 当直 は、 なぁン だとい うような 顔 



のない 屍体 を 見る と 食慾が なくなる だろうと 考えて、 

やしょく おやこどんぶ リ ふた 

当直 は 夜食の 親子丼 の 蓋 をと つ た。 

ふた はし みはし 

二 箸、 三 箸つ けたと ころへ、 署 外から ジリジ リと電 

話が かかって 来た。 

「当直へ 電話です」 と 電話口へ 出た 見 g£ 警官が 云った。 

「おお」 当直 は 急いでもう 一と 箸、 口の 中に 押し こむ 

と、 立って 卓子 電話機 をと りあげた。 

「はァ はァ。 …… うん、 熊 岡 君 か。 どうした …… え 

ぇッ、 なッ なんだ つて？ 墓地 を 掘った ところ 白木の 

棺が 出た。 そして 棺の蓋 を 開いて みると、 中 は 藻抜け 

の 殻で、 あの 礫 死 婦人の 屍体が 無くなつ ている ッて！ 



ゥン、 そリゃ 本当 か。 …… 君、 気は確かだろう ネ。 … 

…ィャ 怒らす つもり は 無かった けれど、 あまり 意外な 

ぞうは 

のでね ェ …… じ や 署員 を 増派す る。 しっかり 頼む 

ぞッ」 

ガチャ リと 電話機 を 掛ける と、 当直 は 慌ただしく 

ホ— ルを 見廻した。 そこに は 一大事 勃発とば かりに、 

一 斉 にこつ ち を 向いて いる 夜勤 署員の 顔と ぶつ つかつ 

た。 

ひじょうし よ-つし ゆ-つ 

「署員の 非常召集 だッ」 

ピ ー ッと 警笛 を 吹いた。 

ドャ ドャと 階段 を 踏みならして、 署員の 下りて 来る 



z 大学に 附属して いる 研究所に 深山 櫓彦 という 理学 

士が 居る。 この 理学 士は 大学の 方の 講座 を 持って はい 

ない が、 研究所 内で は 有名の 人物で ある。 専攻して い 

ォプ ティ ヅクス 

るの は 光 学で あるが、 事務的 手腕 も あると いうので、 

この 方の 人材 乏しい 研究所の 会計 方面 も 見て いると い 

う 働き手であった。 色 は 白い 方で、 背丈 も 高から ず、 



えいこく れっしゃ だいしょ-つ とつ だいちん じ 

現に 十 年 ほど 前 英国で、 列車 大 衝突の 大 椿事 を ひき 

おこした ことがあ つたが、 そのと きのぶ つつけ た 方の 

しさち-つ 

運転士 は、 色盲だった ことが 後に 判明して、 無期懲役 

の 判決 をう けたの が 無罪に なった。 人間の 視力なん て、 

まことに 不思議な もので あり、 又 デリ ケ— トな もので 

ある。 そして 紫から 赤まで しか 見えない なんて、 貧弱 

きわまる 視力で は ある。 

話が 色盲の 方へ 道草 をして しまったが、 この 赤外線 

という 光線 は、 人間の 眼に 感じない とされて いる だけ 

ちょうほう 

に、 秘密の 用 をつ とめる とて、 重宝され ている。 

こうが さぶ ろう ようこう 

甲 賀三郎 氏の 探偵小説に 「妖光 殺人事件」 というの が 



みやま ふかしこうせん 

深山 理 学士の 研究 問題 は、 この 不可視光線と 呼ばれ 

る 赤外線が 人間に も 見える 装置 を 作る ことに あ つ た。 

彼 は、 これ を 近頃 流行の テレ ヴィジョンに 組合 わす こ 

とに 眼 をつ けた。 

テレ ヴィジョン は、 実験室に 居て、 その 映写幕の 上 

きん ざが いとう 

へ、 例えば 銀座 街頭に 唯今 現に 通行して いる 人の 顔 を 

見る ことが 出来る という 器械 だ。 これが 室内の 様子 を 

見る となると、 写真 撮影 場で 使うよう な 眩しい 電灯 を 

きょうしょ うめい 

点じ、 マネキン 嬢の 顔 を 強 照明す る ことによって、 

実験室 で その 顔 を 見る， J とが 出来る。 ， J れが 普通 の テ 

レヴ イジ ョ ン であるが、 それ を 赤外線で 照らす ことに 



し、 この 実験室に うつし 出そうと いうので ある。 

れきし 

深山 理学 士は、 あの 奇怪な 鑠死 婦人 事件の あった 日 

と 前後して、 この 装置の 製作に とりかかった。 

ちょうど 

それ は 丁度 新学期であった。 この 研究所 内 も 上級の 

大学生 や、 大学院 学生、 さて は 助手な どの 配属の 変更 

があって、 ゴッタ がえ し をして いた。 

赤外線 研究の 彼の 仕事 も、 従来は 助手 も 置かず 唯 一 

人で やって いたが、 今度 は 赤外線 テレ ヴィジョン 装置 

を 作ったり、 ロケ ー シ ヨンに ゆかねば ならなくなる こ 

とも 判り 切って いたので、 助手が 一人 欲しい と 予算 を 

出した ところ、 元来 経済 難の Z 大学な ので、 助手 案 は 



がめ て カラカラと 笑った。 「これで も 日本人と して は、 

純 種 です ゎョ」 

サ ラブレ ヅ ド 

「純種 か！ ィャ僕 は、 君が あまりに デ カイ もので、 

もしゃと 思つ たんだよ」 

「先生 は、 小さくて 可愛い いんです のネ」 彼女 は 肥つ 

た 露な 二の 腕 を 並行に あげて、 取って 喰うよう な 

恰好 をして みせた。 

そんな ことから、 先生の 深山 理 学士と 生徒の 白丘ダ 

リアと は、 何でもず かずかと 云い 合う 間柄に なった。 

しかし この 少女が、 まだ 十八 歳で あると は、 学士の 容 

易に B じかね ると ころで あつ た。 



ちへ 来て、 これ を 見 給え」 

学士 はダ リア を 引っぱって、 色盲 検査 図の 前に つれ 

て 来た。 それ は 七色の 水珠 が、 円形に 寄りあって いる 

の だが、 色の 配列 具合に よって、 普通の 視力 を もって 

いるものに は 「1」 という 数字が 見える 場合に も、 色 

盲に は 「4」 と 見えたり するとい う 簡単な 検査 図 だつ 

た。 ダ リアの 眼 を、 片 つぼず つ 閉じさせて、 沢山 ある 

検査 図 を 色々 とめく つて 調べて みた。 しかし 結果 は ど 

ういう ことにな つた かとい うのに、 ダリ ァは 色盲で は 

ない という ことが 判明した のだった。 

「色盲で も 無 いよう だが … … 気の せいじゃ ないか」 



景と、 どっちの 色の 風景が 本当の 風景なん でしよう か。 

どっち かの 眼が 本当の もの を 見て、 どっち かの 眼が 噓 

を視 ている のです ね」 

「そり や 困った 質問 だ」 と 今度 は 深山 理 学士の 方が 本 

4P- つまく 

当に 弱って しまった。 「どうも 君の 網膜のう しろに 僕 

の 眼 を やって みる こと も 出来ない から ネ」 

そういつ て理 学士 は 考え込んだ。 

こんな 調子で、 二人 はいつ の 間に か 十 年の 知己の よ 

うにな つてし まった。 

白丘ダ リアの 入所 後 はやく も 五日の ちに は、 赤外線 

テレ ヴィジョン 装置が もう 一 と 息で 出来 上る というと 



ころまで 漕ぎつ けた。 

ところが 其の 朝に 限って、 いつもなら 午前 七 時には 

必ず 出て くる 害の 白丘ダ リアが、 十 時に なっても 姿 を 

現わさなかった。 学士 は 一人で コッ コッと 組立 を 急い 

きりょく 

でいた けれど、 十一 時になる と、 もう 気力が 無くなつ 

たと 見え、 ペンチ を 機械 台の 上に 抛り 出して しまった。 

(どうして、 白 丘 は 出て こな いんだろう？) 

いろいろな ことが、 懐され た。 何 か 本気で 怒り 出 

したので あろう か。 それとも 病気に でもな つたので あ 

ろうか。 考えて いるう ちに、 自分が あの 女学生に、 あ 

まりに 頼りす ぎていた ことに 気がついた。 ひょっとす 



ると、 自分 はもう あの 少女の 魔術に ひっかかって、 恋 

をして いるの かも 知れない。 

(莫迦な ッ。 あんな 小娘に …… ) 

彼 は 身体 を 一 と ゆすり ゆする と、 実験 衣の ポケット 

へ、 両手 をつつ こんだ。 ポケットの 底に、 堅い ものが 

触れた。 

「ああ、 桃 枝から 手紙が 来て いたつ け」 

今朝、 用務員が 門のと ころで 手渡して くれた 四角い 

洋 封筒 を とりだした。 発信人 は 「岡 見 桃 助」 と 男 名前 

であるが、 それ は 桃 枝の 変名で ある こと は、 学校 内で 

学士 だけが 知っていた。 開いて みると、 どうやら それ 



は 彼女の 勤めて いる カフェ . ドランの 丸 卓子の 上で 書 

いた ものら しく、 洋酒の 句い がして いた。 文面 は 想像 

のとお リ、 彼の 訪ねて 来ない こと を 大変 寂しがつ てい 

る こと、 今夜に でも 店の 方に でも、 それとも どっかで 

電話 を かけて 呼んで 呉れれば 直ぐ 飛んで ゆく からと い 

うような、 当人 達で なければ 読んで いるに 耐えない よ 

うな 文句が 縷々 として 続いて いた。 桃 枝 は 学士の 内妻 

に 等しい 情人だった。 彼 は 手紙 を 畳む と、 ポケット 

へね じこんだ。 

(今日は いっその こと、 仕事 をよ して、 これから 桃 枝 

を 引 張り出しに ゆこう) 



みやま テ— ブル 

深山 理 学士が 実験 衣 を 脱いで、 卓子の 上へ ポ ー ンと 

ほう あしおと 

抛り 出した ときに、 廊下に コッ コッと 聞き覚えた 跫音 

がして、 白丘ダ リアが やって来た。 

「先生、 先生」 

ドア うさ ぎ 

扉 を あけて やる と、 ダリ ァは 兎の ように 飛び こん 

できた。 

「先生 済みませんでした。 急用が 出来た ものです から 

…：- J 

「 一 体 どうしたと いうので す」 深山 理学 士は桃 枝の こ 

となん か 一 時に 吹きとば すよう に 忘れて しまって、 真 

おももち 

剣な 面 持で 聞いた。 



「警視庁から 呼ばれて、 ちょっと 行つ たんです けれど 

…：- J 

「なに、 警視庁へ」 

「あたしの ことじ やな いんです けど、 伯父が 呼ばれた 

んで、 あたし も附 いて こいとい うので 行って たんです。 

伯母さんが 一週間 ほど 前に 行方不明に なつたん で、 そ 

のこと で 行つ たんです よ。 随分 この 事件、 面白い のよ。 

ひとに は 云えない ことなん です、 です けれど …… 」 

ひとに は 云えない といいながら、 白丘ダ リア は、 そ 

れ こそ 油紙に 火が つ いたよう にべ ラベ ラ 事件 を 喋 り 

出した。 



しょうさい つづ 

夫婦と しての 夜の 生活 を、 非常に 詳細に 書き 綴って 

あるので す。 それ は 夫妻なら では 絶対に 知る ことのな 

ないしょ かかわ 

い 内緒 ごとでした。 それに も 係らず、 平 田 一郎と い 

う 険な男 は、 一体 どこから 見て いるの か、 実に 詳し 

ひ じ ばくろ 

く、 実に 正確に、 夫婦 間の 秘事 を 手紙の 上に 暴露して 

ある。 —— この 脅迫状の こと を、 私の 妻が 突然 話題に 

したので す。 江戸川 さんの 小説で は、 この 気味の 悪い 

手紙の 主 は、 実は 平 田と かいう 男ではなくて、 小山 田 

夫人 静子 その 人 だ つ た。 夫人の 変態 性が y J の 手紙 を 書 

しげき 

かせ、 夫との 夜の 秘事に 異常な 剌戟を 与えた というの 

でした。 —— 私の 妻 は、 最後に こんな こと を 訊いた こ 



二人が もう 席 を 立とうと いうと きに 一 人の 警官が 円い 

小箱 を もって 来て、 これに 何 か 見覚えが ないかと 差し 

ガ ラ ス くず 

出した。 それ は 茶色の 硝子 屑の ような ものであった。 

もちろん 

勿論 一 一人に は 思い も よらぬ 品物だった。 

「こんなにな つてい るから 判らない かもしれ ない が」 

と 其の 警官が 云った。 「これ は 映画の フィルム なんで 

ねんしょう 

すよ。 しかも その フィルムが 燃焼 を 始めた の を 急に 

もみ 消した とで も 云いましょう か、 フィルムの 燃え 屑 

なのです。 それでも 心 当りが ありま せんか」 

さら けんとう 

それ は 二人に と つ て 更に 見当の つかない ことだった _ 

話 は それまで となって、 白丘ダ リアと； S 父と は、 警視 



服の 袖 をと おした。 そのと き ポケットから、 四角い 封 

筒が パラ リと 床の 上に 落ちた の を、 学士 は 気付かな 

かった。 

ダ リアの 眼 は |、5 戯者 らしく 爛々 と 輝いた。 太い腕が、 

その 封筒の 方へ 二 ュ ー ッと 延びて いった。 



4 

せきがいせん おとこ す 

「 赤外線 男と いう ものが 棲んで いる！」 



ま つ しろ 

じで、 たとえば 樹々 の 青い 葉な ど は 雪の ように 真白に 

うつって 見えた。 なんという 驚くべき 器械の 魅力で あ 

る 力 

「しかし これ は 真の 驚きではなかった。 後に なって 予 

きょ - つとう 

を 発病に 近いまでに 驚倒 せしめる ものが あろうと は、 

今日の 今日まで 考えた ことがなかった。 それ は 実に、 

吾人が いまだ 肉眼で 見た ことのなかった 不思議な 生物 

が、 この 器械に よって 発見され たこと である。 それ は 

確かに 運動場の 上 をゴソ ゴソと 匍い まわって いた。 予 

は 眼の せいで はない かと、 器械から 眼 を 離し、 肉眼で 

もって 運動場 を 見た が、 そこに は その 影 もない。 これ 



外線 男』 なる 名称 をつ けたいと 思う。 

しかし 残念な ことに、 やがて この 『赤外線 男』 はこつ 

ちに 気がつい たものと 見え、 キッと 歯 をむ いて 怒った 

ような 顔 をした かと 思う と、 ッッ ー つと 逸走 を 始めた- 

そして ァレョ ァレョ と 云う 裡に、 視界の 外に 出て し 

おどろ 

まった。 駭 いて テレ ヴィジョン 装置の レンズ を 向け 

もはや とかく 

直した が、 最早 駄目だった。 しかし 兎も角も、 予は初 

めて 『赤外線 男』 の 棲んで いる こと を 知った。 われ 等 

人間の肉 眼で は 見えない 人間が 棲んで いると は、 何と 

おどろ 

いう 駭 くべき こと だ。 そして まァ、 何とい う 恐ろし 

いこと だ」 



視 かれて しまう か 知れなかった ので ある。 

これに 類す る 報告 は、 日一日と 殖えて いった。 しか 

し 赤外線 男の する ことが、 この辺の 程度なら、 それ は 

i 戯 小僧 又は 軽い 痴漢み たいな もので、 迷惑で は ある 

けれど、 大して 恐ろしい もので はない。 いや ひょいと 

ぎしんあんき 

すると、 それ 等の 小事 件 は 赤外線 男に 対する 疑心暗鬼 

から 出た ことで、 本当の 赤外線 男の 仕業で はない の 

じ やない か。 或いは 赤外線 男と いわれる もの も、 深山 

理 学士の 錯覚であって 始めから 赤外線 男なん て、 居な 

いの じ やない か。 こんな 風に、 赤外線 男に 対する 期待 

外れ を 口にする 人も少 くはなかった。 



と うや 

さて 当の 深山 理学 士は、 当夜 例のと おり、 研究室 内 

に 泊って いた 害 だが、 どうして いたかと 云う と、 赤外 

さるぐつわ -っ しろ 

線 男の ために、 もろく も 猿轡 を はめられ 両手 を 後に 

縛られて、 室内に あった 背の 高い 変圧器の てっぺんに 

ほう. ふる 

抛り あげられて、 パジャマ 一枚で 震えて いた。 これ を 

発見した の は 係官の 一 行だった。 

まつ ささ 

「この 事件 を 真 先に 発見した の は、 誰か ネ」 

と 幾 野 捜査 課長 は、 走せ 集った 研究所の 一 同 を 見廻 

わして いった。 

「儂 でございます」 年寄の 用務員が 云った。 「儂は 毎 

晚 研究所 を 見廻 わって いる 役で ございます」 



つの 重大なる 品物が あった。 それ は 深山 理 学士が 戸棚 

ひぞう 

の 中に 秘蔵して いた 或る 品物だった が、 彼 は それ を 係 

官に 報告し なかった。 それ は 決して 忘れた わけで はな 

くて、 故^ii心に学士の心に秘めたものと思ゎれる。 一体、 

その 品物 は どんな ものだった か。 

とにかく 深山 学士 研究室の 襲撃 事件に よりて、 赤外 

線 男の 生態と いう ものが、 大分 はっきり してきた。 



帆 村 探偵 を 交ぜた 係官の 一 行が、 深山 理 学士の 研究 

室 を 訪ねた の は、 新しい 赤外線 テレ ヴィジョン 装置が 

そ せっかく 

出来 上った という 其の 日の 夕刻の ことだった。 折角 

作った 一台 は、 無惨に も 赤外線 男の 破壊す ると ころと 

しらお か 

なり、 学士 も 助手の 白丘ダ リア も 大いに 失望した が、 

その 筋の 希望 もあって、 二人 は 更に 設計 を やり直し、 

新しい 装置 を 昼夜兼行で 組立て たのだった。 白 丘 ダリ 

じゅ-つ さよ 

ァは、 この 事件 以来と いう もの は、 住居に している 

お じ くろこう ちしし やく 

伯父 黒 河内 子爵のと ころへ 帰つ て ゆく こと を やめ、 深 

山 研究室の 中に ベッド を 一 つ 置き、 学士と 共に 寝起き 



頭に 一 杯 繃帯 をして、 大きな 黒眼鏡 を かけた 若い 女 

だった。 先登に 立って いた 課長 は、 

(これ は 部屋が 違った かナ) 

と 思った 位だった。 

「さあ、 皆さん どうぞ」 

まぎ 

そういう 声 は、 紛れ もな く 白丘ダ リアに 違いな かつ 

た。 どうして こんな 繃帯 をして いるの だろう。 それに 

黒眼鏡 なんか 掛けて … … と 不思議に 思った。 

しんがお みやま 

一 行中の 新顔で ある 帆 村 探偵が、 深山 理 学士と 白 丘 

ま 

ダ リアと に、 先ず 紹介され た。 

「いや、 ダ リアさん です か、 始めまして」 と 帆 村 は 



「赤外線 男！」 

しわざ 

「ああ、 あいつの 仕業 だ」 

えんぴ 

いまにも 自分の 身体に、 赤外線 男の 猿臂 〔# ルビの 「え 

んぴ」 は 底本で は 「えんび 匕 が ムズと 触れ はしない かと 

せんりつ 

思う と、 恐ろしい 戦慄が 電気の ように 全身 を 走った。 

眼に 見えない 敵！ そいつ を どう 防げば いいの だ。 ど 

そ ましゅ のが 

うして 其の 魔手から 遁れれ ばいい の だ。 

力 力 

そのと き 帆 村 探偵 は、 一 人 進み出て、 捜査 課長 を 抱 

え 起した。 課長の 頭 は、 ガ ックリ 前へ 垂れた。 

「呀 ッ、 こり や 非道い！」 

帆 村 は 眩 いた。 幾 野 課長の 頸の 真う しろに 一 本の 



銀 緘がプ スリと 刺さって いた。 

一 同 は 吾れ にかえる と、 赤外線 男の こと を 鳥渡 忘れ 

て、 課長の 死骸の 周囲に 艇け あつまった。 

I 延髄 を 一 と 突きに やられて いる …… 」 

「太い 緘 だッ」 

ハンケ チ かぶ 

「指紋 を 消さない ように、 手帛 でも 被せて 抜け ッ」 

「これ は 抜けますまい」 と 帆 村が 云った。 

なるほど、 力の 強い 刑事が 引 張っても 抜けなかった。 

緘に 筋肉が 搦 みついて しまった ものら しい。 

「 一 体 これ は、 どうして 検 ベよう か」 判事が 当惑の 色 

を アリア リと 現わして 云った。 



てみ た。 

雁金 検事、 中 河 判事 —— この 二人 は、 まず 犯人で は 

ないで あろう。 彼等の 本厅に 於け る 歴史 も 功績 も 古く 

大きい もの だ。 

警部、 刑事 も 疑えば 疑えな いこと もない が、 日頃 知 つ 

ている 仲 だから 先ず 大丈夫。 

熊 岡 警官 はどう だ。 これ は 始めて 会った 人で は ある 

が、 Y 署 では 模範 警官と いわれて いるから 大丈夫 だろ 

う。 但し いろいろと 探偵 眼の あると ころが、 平 警官と 

して 多少 気に入らな いこと もない が、 一 々疑って はき 

. ) , 、、ゝ C 、 

リカる V 



上に 映った 害 だから、 後で 現像 すれば それと 判る —— 

あら かじ 

こんな 仕掛け を 予 め 作って 置いた ので ある。 しかし 

ギ J せ い 

総監 閣下が 犠牲に なられた ので は、 何にも ならない。 

ぐ ど ん あき ほ か 

本庁の 連中の 愚鈍 さに、 帆 村 は 呆れる 外なかった。 

「で、 閣下が お入りに なつてから、 フィルム を 廻した 

のです ネ」 

「そうです。 うまく 撮った つもりです。 だが 閣下 

き よ うき 

は 殺害され ました。 兇器 は緘 で、 同じように 延髄 を剌 

しつらぬ いています」 

「現像 は …… 」 

「今やって います。 直ぐ これから おいで 願いたい ので 



このごろ、 近所の 方が、 何だか 莫迦に 臭い 臭いと 云つ 

てました が、 その 死骸の せいなんで すよ。 まあ、 いや 

だ」 

内儀さん は、 ゲッゲ ー ッと 地面へ 唾 を はいた。 

「じ や、 よっぽど 永く 経った 死骸なん です ネ」 

「そうなん だそう です よ。 開けて みると、 押入れの 中 

に それが ありまして ネ、 もう 肉 も 皮 も 崩れち やって、 

まッ 大変なん です つて。 着物 を 一枚 着て いると ころ か 

ら、 女の、 それ も 若い ひと だってえ ことが 判った つて 

云います よ」 

r ナニ、 若い 女の 屍体？」 帆 村はド キンと 胸 を 打 たれ 



ホッホ ッホ」 

帆 村 は 苦笑した。 

「あら ッ、 向う から 潮さん が 帰って きち やった わ」 

おどろ 

「え ッ」 と 帆 村 は 駭 いて、 内儀さん の 視線の 彼方 を 見 

た。 

「まァ 大変 顔色が わるい けれど、 あの人に 違いない… 

;」 

ひょうひょう 

その 言葉の 終らない うちに、 帆 村 は 向う から 飄 々 

たもと おさ 

とやって くる 潮ら しき 人物の 袂 を 抑えて いた。 

「潮 君」 

「呀 ッ」 



何が 嬉しい のか、 帆 村の 手 を ギュッ と 握った 
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くろこう ちしし やく 

帆 村 は 一 名の 警官と 連れ立って、 黒 河内 子爵 を 訊ね 

た。 子爵の 代りに、 例の 白丘ダ リアが 出て、 子爵 は 

重態で、 看護婦が 二人 もつ いている 騒ぎ だからと 云つ 

た。 

「実は、 失踪され た 子爵 夫人の ことに 関し、 是非 ご覧 



ビス トル はる 

手前の 方に、 拳銃 を 並べて ある 高い 台が あって、 遥か 

かけず まと 

向う の 壁に は、 大きな 掛 図の ような 的が かかって いた。 

みずたま 

その 的と いうの は、 白い 紙の 上に、 水珠を 寄せた よう 

ちゃわん まる 

に、 茶 椀 ほどの 大きさの、 青 だの、 赤 だの、 黄 だの 円 

が、 ベた 一面に 描いて あって、 その上に 5 とか 3 とか 

いう 点数が 記して あった。 

ピストル 

「僕 やって みまし ようか」 帆 村 は 気軽に 拳銃 をと つて、 

覘ぃを 定める と、 ド— ンと 一発 やった。 3 点と 書いた 

あか まる 

大きな 赤 円に、 小さい 穴が プスリ と 明いた。 

「どうです。 相当な ものでしょう」 

そういいながら、 彼 は 次から 次へ と、 あまり 点数の 



むぎわら くだ 

で オレンジ. ェ ー ドを 注文して、 麦藁の 管で チュウ チュ 

ゥ 吸った。 

「警視庁 なんてと ころ、 随分 開け てんの ネ」 ダリ ァは、 

帆 村 をす つかり 友達 扱いに していた。 

「それ はそう です よ。 貴女み たいな 方 をお 招きす る こ 

ともあります ので ネ」 

「だけど、 この オレンジ • ェ— ド、 なんだか 石鹼 くさ 

いの ネ。 あたし、 よす ッ」 

半分ば かり 吸った ところで、 ダリ ァは吸 管 を 置いた。 

そんな こと をして いる 裡に 時間が 経って、 警官が わ 

ざ わざ 二人 を 探しに 来た 程だった。 



潮 はこの 映画の 写って いる 間 は、 頭 を 下げ 顔 を掩ぅ 

たま ま、 一度 も 首 を あげようと はしなかった。 映画が 

ためいき 

終って、 一座の 深い 溜息と 共に、 パッと 電灯が ついた。 

「潮」 大 江山 課長 は 声をかけた。 「この 撮影者 は 誰か」 

「あいつです」 青年 は グッと 首 を もちあげた。 「あい 

みやまなら ひこ あいつ 

つです。 深山 櫓彦 —— 彼奴が やつたん です。 子爵 夫人 

と 僕と は 間違った こと をして いました。 深山 は 而も 夫 

人に 恋をして いたのです。 彼奴 は 私達の 深夜の 室 を ひ 

-っカ 力 

そかに 窺 つ て 暗黒の 中に あの 赤外線 映画 をと つ てし 

まったんです。 深山 は それ を もって 可憐なる 子爵 夫人 

きょうはく 

を 幾度と なく 脅迫し ました。 一度 は 夫人が あの フィ 



まだ 経験した ことが 無い 位だった。 彼女 は 慌てて 試写 

室 を 出る と、 薄暗い 廊下に 飛び出した。 見る と、 直ぐ 

ま ぢ ともしび とも 

間近 かに、 赤い 灯火が 点って いて、 それに 「便所」 と 

いう 文字が 読めた。 

彼女 は、 飛び立つ 想いで、 そこの 扉 を 押した。 扉が 

ようふう かわや 

あくと、 そこに は 清潔な 便器が 並んで いる 洋風 厠 だ つ 

た。 ダリ ァは その 一 つに 飛び こんで、 バタリと 戸 を 寄 

せる と、 気持の よい 程、 充分に 用 を 足した。 

大きい 鏡が あつたので、 ダリ ァは そこで 繃帯 を 気に 

リ ゆ-つさん こなお しろい 

しながら、 硫酸の 焼け跡の ある 顔へ 粉 白粉 を 叩いた。 

そして 入口の 扉 を 押して、 廊下に 出た。 その 途端に ダ 



言下に 大 江山 課長 は ヌッと 前へ 出た。 

「白 丘ダ リア。 いま 汝を 逮捕す る」 

「あたし を 逮捕す るって、 冗談 はよ して 下さい」 

「まだ 白つ ぱ くれてい るな。 吾々 の 眼 はもう 胡 魔 化さ 

れん ぞ。 白丘ダ リアが 嫌いだったら、 『赤外線 男』 とし 

て汝を 捕縛す る。 それ ッ」 

ヮッと 喚いて、 選りぬ きの 腕に 覚えの ある 刑事が、 

ダ リアの 上に 折り重なった。 もう 遁げる 道 もなければ 

方法 もなかった。 

「赤外線 男」 は、 それつ きり 自由 を 奪われて しまった 

* * * 



えて、 潮の かえった 後の 自室 や 事務室 を 散々 自分で 破 

壊して あるき、 自ら 変圧器の 上に あがる と、 自分の 身 

体 を 縛った の だ。 智 恵の ある 人間に は 訳の ない こと だ。 

しかし この 犯行の 裏に は 三人の 女が 隠れて いるんだ。 

じょ-つ ふ 

そういうと 不思議に 思う だろう が、 一 人 は 情婦と いう 

評判の 女 • 桃 枝 だ。 この 女に は 秘密に 大分 貢いだ もの 

らしい。 金庫の 金に 手 を かけた の も、 この 女の ためだ。 

もう 一人の 女 は 子爵 夫人 京 子 だ。 これに は 潮が 云つ 

てた ように 色ば かりで はなく、 むしろ 慾の 方が 多 かつ 

たの だ。 夫人と 潮との 秘交を 赤外線 映画に うつした の 

は、 夫人に i むこと よりも 莫大な 金に したかった の だ。 



に 強くな リ、 一つで 二つの 肺臓の 働き をす るな どと い 

うこと は、 医学 上よ く 聞く こと だ。 それと 似て、 ダリ 

ァは左 眼の 明 を 失う と 同時に、 右 眼の 視力が 急に 異常 

な 鋭敏 さ を 増加した。 元々 ダ リアの 右 眼 は、 左 眼より 

も 物が 赤く 見える といって いたが、 赤い 光線 を 感ずる 

神経が 発達して いたんだ。 そんな わけ だから、 J 眼に 

なって 異常な 視神経の 発達に より、 普通の 人に は 到底 

見えない 赤外線 までが、 アリア リと 彼女の 網膜に は 映 

ずるよう になった の だ。 普通の 人が 暗闇と 思う ところ 

でも、 ハツ キリ 視 える。 —— この 異常な 感覚 を 自覚し 

きょ-つき 

たと きの ダ リアの 狂喜ぶ り は、 大変な ものだった ろう _ 



起る 恐ろしい 殺人事件。 疑い は 一応 もって みても、 眼 

の わるい お嬢さんに、 そんな 芸当が 出来ようと は 誰も 

思って いなかった。 一方 『赤外線 男』 という 『男』 の 

観念が すっかり 普及して いて お嬢さんに 眼 をつ ける こ 

そがい あんこく よ よ 

とが 阻害され た。 誰が あの 暗黒の なかで、 選りに 選つ 

て 非常に 正確 を 要する 延髄の 真中に 緘を剌 しこむ こと 

ちょうじん 

が 出来る だろう か。 『赤外線 男』 という 超人で なけれ 

と-つてい 

ば、 到底 想像し 得られない ことだった。 ダリ ァ嬢 は、 

然り その 超人的 視力 を もつ 『赤外線 女』 だつ たんだ。 

ぎんば リ 

これ は あとで 判った こと だけれ ど、 彼女 は あの 銀緘を 

シャ ー プぺ ンシル の 軸の 中に 隠して 持って いたの だつ 



まる ； D ようて き 

うに 円い 標的 を 二人で 射つ ことだった。 僕 は ドンド 

ン 気軽に 撃って、 彼女に も 撃た せようと したが、 ダリ 

ァは 早く も 危険 を 悟つ て 拳銃 をと りあげようと はしな 

かった。 若し あの 場合、 彼女 も 射撃 を 始めた としたら、 

必ずの つび きなら ぬ 証拠が 出来る 害 だ つ た。 それ は あ 

の 色 とりどりの 円い 標的の 間に 残る 白い 余白に は、 あ 

みやま 

の 裏面から 赤外線で 照明して いる 深山の 別個の 標的が 

あつたの だ。 彼女 は 赤外線 も 赤い 色 も 判別す る 力 はな 

い。 それ は 赤外線 も、 吾々 が 赤 を 識別で きる と 同様、 

アリア リと 眼に 映る からだ。 しかし 彼女 は 危険 を 感じ 

て、 吾々 の 眼に は 見えない 赤外線 標的 を 撃つ ことから 



脱がれた。 しかし 射撃 を 拒んだ という ことが、 僕の 予 

ききめ 

想 を 大いに 力 づけて 呉れる 効能 はあった。 

さて、 最後の トリック —— それに は 鬼才 ダリ ァ嬢も 

見事に 引つ 懸 つてし まった。 それ はすこし 下卑た 話 だ。 

けれども、 あの 便所の 一件 だ。 例の フィルムの 映写 中 

にょうい もよお 

に 彼女 は 激しい 尿意 を 催した のだった。 それ は 勿論、 

すこし 前に 食堂で 彼女が 飲んだ オレンジ . ェ ー ドに、 

一服盛って あつたと いう わけ サ。 映画が 終る やぎ ゃダ 

リア 嬢 は 気が 気で なく 廊下へ 飛び出した。 もうこれ 以 

上 我慢 をす ると、 女の 身に とって 顔から 火の 出る よう 

そそう ろうばい 

な 粗相 を 演ずる ことになる。 彼女 は 極度に 狼狽して い 



ぐって しまったの だ。 その 場の 光景 は 予て 張 番をさせ 

て 置いた 監視 員に よって、 すっかり 見と どけられ てし 

まった。 とうとう 異常な 視力の 持ち主 は 化の 皮 を剝が 

さすが 

れて しまったの だ。 流石の ダリ ァ嬢 もこうな つて は 策 

ほどこ 

の 施 しょう もな く、 とうとう 一 切 を 白状して しま つ た- 

『赤外線 男』 —— いや 『赤外線 女』 の 事件 は、 ざっと こ 

んな 風だった」 
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